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―　論　文　要　旨　―

　10 年前に本『紀要』第 27 号に掲載した「近江出土の渡来銭貨」（小島 2014）の続編である。日本列島に、
おもに中世（鎌倉時代・室町時代）に渡来（流入・搬入・輸入）してきた銭貨の滋賀県域＝近江での出土事例
について、前稿で集成したものに平成 25 年（2013）以降に公表されたものも加えて集成した。その結果、出
土遺跡は近江のほぼ全域に分布し、出土枚数は 69 種合計 9,924 枚に上ることがわかった。銭種により出土枚
数には差があるが、それは全国的な傾向とほぼ同じであることを再確認した。集成資料には、再分類作業が行
われた、近江唯一の大量出土銭である野洲市虫生館遺跡出土資料や、火葬場や墓地などの埋葬関連遺構が多数
検出されてそれらに伴って渡来銭が多数出土した竜王町堤ヶ谷遺跡出土資料などが含まれる。また、近江で数
枚程度しか見つかっていない希少銭が、両遺跡出土資料などに見出されたので、それらの拓本・写真を掲載し
た。とくに大津市坂本遺跡出土の希少銭については、実見してその拓本・写真を掲載することができた。この
ほか、埋葬関連遺構・地鎮遺構といった特徴的な出土状況を、今回の集成でもいくつか見出すことができたの
で、それらについても取り上げて出土状況の図・写真を示した。

近江出土の渡来銭貨（２）
小島孝修



近江出土の渡来銭貨（２）（小島孝修）

-  34  -

１．はじめに
（1）本稿の目的
　かつて、筆者は本『紀要』第 27 号誌上において、「近江
出土の渡来銭貨」と題して、滋賀県域＝近江で出土した渡
来銭の集成と、それをもとにしたいくつかの検討を公表し
たことがある（小島 2014、以下前稿とする）（1）。前稿では、
平成 25 年（2013）までに近江各遺跡の発掘調査などで出土・
公表されていた、日本列島に渡来（流入・搬入・輸入）し
てきた銭貨を集成してその実態を把握し、その分布や出土
状況といった傾向の検討を行った。
　その主な目的は、諸研究に資するための渡来銭の基礎的
なデータを提示し、全国的な出土状況との比較を可能にす
ることだった。またそのほか、各遺跡で今後実施される発
掘調査などで新たに渡来銭が出土したときに、それまでの
出土事例を基にどのように位置づけられるのか、という
データを提供する目的もあった。
　前稿において、それ以前の出土事例については、多少の
遺漏もあって不十分なものながらも、おおむね集成するこ
とができた。そしてそのことにより、それまで把握すらで
きていなかった近江における中世を中心とする渡来銭につ
いて、大まかな傾向を示すことができたと、少なからず自
負している。
　ただし一方で、このような集成作業には常に付きまとう
ことだが、公表後に新たに見つかった資料については、デー
タを追加していく必要があると考えていた。よって 10 年
を節目として、前稿と同様に集成を行い、続編として提示
することとした。前述の前稿での目的は、本稿でも基本的
に有効である。
　
（2）前稿公表以後にあった２つの出来事
　前稿公表後の 10 年間に、渡来銭に関わることで２つの
大きな出来事があったので、具体的な話に入る前にそれら
について記しておきたい。
　１つは、近江で唯一の大量出土銭である野洲市虫生館遺
跡出土資料について、再分類調査が行われたことである（永
井・藤崎 2016）。この資料は昭和 44 年（1969）に個人住
宅改築工事で発見されたもので、現在は当協会が指定管理
により運営する滋賀県立安土城考古博物館が所蔵する。発
見の経緯や資料の概要については、すでに報告がなされて
いる（水野・丸山・白井 1981）。
　再分類調査の契機は、上記の報告に「かならず検出され
るはずの北宋の嘉祐通寳（北宋：初鋳 1056 年）の記載が
ないことに気づ」き、また「記載された銭種毎の枚数は判
読できたものだけに限られるため、出土銭資料として利用
するには問題があった」ため、「この埋蔵銭を再調査して
銭種毎の出土枚数を確定させる必要があると判断し」たこ
とである、と述べられている（永井・藤崎 2016、p51）。
　銭貨研究の第一人者である永井氏による再分類により、

新たに 808 枚の銭種が確定された（判読不能銭 18 枚と付
着銭４枚含む）。また、最新銭が宣徳通寳（明：初鋳 1433 年）
であることから、本資料群は「第６期」（15 世紀第２四半
期（1433）～ 16 世紀第３四半期（1560 代））の時期区分
を与えられた。くわえて、中世期の埋蔵銭に見られる模鋳
銭が検出されず、さらに判読不能銭が全体の 1% 以下と少
ないため、撰銭（えりぜに）を受けて悪銭を排除した資料
と考えられることや、島銭を含むといった特徴を持つこと
が指摘された。
　推定埋蔵時期は、これらの特徴と収納容器である信楽焼
壷の年代が 15 ～ 16 世紀と絞り込みが難しい点をふまえる
と、16 世紀初頭と考えられる、としている。この再分類
により、銭種が判別された枚数が多数増加しただけでなく、
これまで近江では未発見だった６種の希少銭が確認される
ことにもなり、大きな成果があったといえる。
　もう１つの出来事は、竜王町堤ヶ谷遺跡の発掘調査を当
協会が調査機関となって実施し、その報告書を刊行したこ
とである（滋賀県教育委員会・公益財団法人滋賀県文化財
保護協会 2017）。後述するように、昭和 57 年度・昭和 58
年度に実施された発掘調査（竜王町史編纂委員会 1987）
とともに、中世から近代にかけての多くの墓が見つかり、
当該地域一帯が長く墓地として利用されていたことが確認
された。それらの墓や遺物包含層からは、多数の銭貨が出
土していて、中世を中心とする渡来銭も合計 326 枚が含ま
れている。ただし、近世の寛永通宝も多く出土していて、
両者が共伴する（同時に棺に納められた）事例も存在する。
　
２．集成の方法と条件
（1）集成の方法
　集成にあたっては、滋賀県内で平成 25 年以降に刊行さ
れた発掘調査報告書を閲覧して確認した。具体的には、前
稿同様に、それらを１頁１頁繰って出土した渡来銭につい
ての本文記述あるいは拓本・写真を検索し、観察表も含め
て銭種を確認して、分布図（図１）と地名表（表１）を作
成した。また出土状況も確認し、埋葬関連遺構などの特徴
的な出土状況を検索した。閲覧可能な調査報告書はすべて
確認して精査に努めたが、遺漏もあろうと思われ（実際に
今回の集成作業で、前稿で認識できていなかった文献も
あった）、それは今後新出資料とともに追加していくこと
で対処したい。また、どの資料も基本的に実見していない。
　
（2）集成の条件
　各資料は、様々な条件下で実施された発掘調査で出土し
ていることもあり、その報告も一様ではない。集成に際し
ての銭種の判断は、以下の各条件のもとに行った。
[1] 集成の対象資料は、中国各王朝の渡来銭だけでなく朝
鮮や琉球などからの渡来銭も含めた。また、時期は中世（鎌
倉時代・室町時代）に限らず、古代以前・近世も含めた。
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図１ 近江渡来銭出土遺跡分布図(太字は今回の集成に加えた遺跡)
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1 笠上遺跡 長浜市余呉町中ノ郷 2 1
2 己高山鶏足寺 長浜市木之本町古橋 4 1
3 浄土寺遺跡 長浜市浅井町平塚 1
4 神照寺坊遺跡 長浜市新庄寺町 1
5 列見町遺跡 長浜市列見町 1 1
6 大通寺遺跡 長浜市元浜町 3 1 1
7 越前塚遺跡 長浜市加納町 1 1
8 大東遺跡 長浜市大東町 2 1
9 鴨田遺跡 長浜市大戌亥町 25 1 2 1 1 1 3 1 1 2 2
10 下坂氏館跡 長浜市下坂中町 1 1
11 上平寺遺跡 米原市伊吹町上平寺 56 5 1 2 1 1 1 1 1 1 7 2 1 1 5 5
12 箕浦城遺跡 米原市箕浦 457 32 2 1 3 2 14 9 6 16 3 32 4 11 50 7 1 6 5 11 38 52
13 鎌刃城跡 米原市番場 4 1 1
14 松原内湖遺跡 彦根市松原町 47 1 1 2 1 1 1 7 1 4 1 3 7
15 佐和山城跡 彦根市佐和山町 7 2 1 1
16 特別史跡彦根城 彦根市金亀町 76 5 3 5 4 3 3 7 2 1 4 4 2 17
17 竹ヶ鼻廃寺遺跡 彦根市竹ヶ鼻町 1 1
18 八坂東遺跡 彦根市八坂町 1 1
19 多景島遺跡 彦根市八坂町 109 4 1 2 3 10 3 3 3 24 1 1 1 6 9
20 妙楽寺遺跡 彦根市日夏町 39 1 1 1 1 4 1 1 1 2 1 2 4
21 肥田城遺跡 彦根市肥田町 5 1 1 2
22 国領遺跡 彦根市田附町 3 1
23 木曽遺跡 多賀町木曽ほか 3 1
24 四手遺跡 多賀町四手 1 1
25 敏満寺西遺跡 多賀町多賀 1 1
26 敏満寺遺跡 多賀町敏満寺 7 1 1
27 楢崎古墳群 多賀町楢崎 33 3 1 1 1 4 1 3
28 尼子西遺跡 甲良町尼子 1
29 法養寺遺跡 甲良町横関ほか 1 1
30 市村城遺跡 愛荘町市 1 1
31 百済寺遺跡 東近江市百済寺町 13 2 4 1
32 高野館遺跡 東近江市永源寺高野 1 1
33 地蔵遺跡 東近江市躰光寺町 6 2 3
34 猪子山古墳群 東近江市猪子 9 1 1 1 4
35 大徳寺北遺跡 東近江市能登川町 5 1 2 1

36
宮荘清水ヶ井遺
跡

東近江市宮荘町 1

37 石馬寺遺跡 東近江市石馬寺 1 1
38 川合寺遺跡 東近江市河合寺町 1 1
39 野村北遺跡 東近江市野村町 1
40 陣屋遺跡 東近江市野村町 1 1
41 金貝遺跡 東近江市野村町 2 1
42 福応寺遺跡 東近江市土器町 2 1
43 浄土屋敷遺跡 東近江市上平木町 11 1
44 下羽田遺跡 東近江市上平木町 2 1 1
45 蛭子田遺跡 東近江市木村町 3 1
46 堂田遺跡 東近江市鈴町 5 1 2 1 1

47 竜ヶ崎A遺跡
近江八幡市安土町下
豊浦

1 1

48 弁天島遺跡
近江八幡市安土町下
豊浦

1 1

49 十七遺跡
近江八幡市安土町下
豊浦

3 1 1

50
特別史跡安土城
跡

近江八幡市安土町下
豊浦

15 1 1 2 1 1 3 2 1

51 安土城下町遺跡
近江八幡市安土町下
豊浦

12 2 1 2 1 1

52 観音寺城跡
近江八幡市安土町石
寺

9 1 1 1 1 1

53
観音寺城下町遺
跡

近江八幡市安土町石
寺

4 1

54 八幡山城遺跡
近江八幡市宮内町ほ
か

4 1 1

55 森ノ前遺跡
近江八幡市堀上町ほ
か

14 3 1 1 1 5

56 加茂遺跡 近江八幡市加茂町 3 1
57 里井B遺跡 近江八幡市十王町 211 4 2 1 3 5 7 4 5 11 5 23 2 1 3 3 20 27
58 辻野遺跡 近江八幡市安養寺町 1 1
59 安養寺遺跡 近江八幡市安養寺町 1 1
60 大手前遺跡 近江八幡市野田町 1
61 川ノ口遺跡 近江八幡市上田町 5 1 1 1 1
62 梅ノ木遺跡 近江八幡市新巻町 1
63 天神山古墳群 竜王町川守 1 1
64 ブタイ遺跡 竜王町山面 4 1 1 1
65 銭掘山遺跡 日野町中之郷 575 25 1 1 1 4 3 5 16 1 9 32 17 88 8 2 3 13 15 1 54 94
66 蓮台遺跡 日野町西明寺 2 1 1
67 宮ノ前遺跡 日野町石原 84 1 2 2 2 1 2 3 7 2 4 6 23
68 小御門城跡 日野町小御門 1 1
69 岩瀬谷古墳群 湖南市正福寺 4 1 1 1
70 井戸遺跡 湖南市中央 1
71 夏見城遺跡 湖南市夏見 1
72 下川原遺跡 甲賀市水口町泉 1
73 植城遺跡 甲賀市水口町植 1

74 大原市場地区
甲賀市甲賀町大原市
場

1 1

75 竜法師城遺跡 甲賀市甲南町竜法師 1 1
76 北黄瀬遺跡 甲賀市信楽町黄瀬 6 1 1
77 光相寺遺跡 野洲市吉地 34 1 1 2 5 2 4 3 4
78 吉地薬師堂遺跡 野洲市吉地 5 1 1 1 1
79 吉地大寺遺跡 野洲市西河原 5 2 2
80 光明寺遺跡 野洲市西河原 3 1 1

81
西河原森ノ内遺
跡

野洲市西河原 1 1

82 小比江遺跡 野洲市小比江 1 1
83 虫生館遺跡 野洲市虫生 4692 288 10 1 3 6 12 38 38 90 79 104 120 75 112 223 17 58 584 49 20 63 100 87 9 465 668
84 中北遺跡 野洲市中北 1 1
85 上永原遺跡 野洲市上屋 3 1 1
86 常楽寺遺跡 野洲市冨波甲 3 1
87 三堂遺跡 野洲市冨波甲 10 1 1 1 3 1
88 冨波遺跡 野洲市冨波乙 376 1 2 2
89 久野部遺跡 野洲市久野部 6 1 1 1
90 夕日ヶ丘北遺跡 野洲市大篠原 3 1 1
91 街道遺跡 野洲市大篠原 1 1
92 小堤遺跡 野洲市小堤 2

遺跡名 所在地
合
計

唐 北宋
南
唐

番
号
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遺跡名

93 大篠原南遺跡 野洲市小堤 9 1
94 笠原南遺跡 守山市笠原町ほか 24 2 1 1 5 1 1 1 3
95 山賀遺跡 守山市山賀町 1 1
96 小津浜遺跡 守山市山賀町ほか 2 1
97 欲賀遺跡 守山市欲賀町 1 1
98 欲賀南遺跡 守山市欲賀町 14 2
99 横江遺跡 守山市横江町 4 1 1 1 1
100 古高遺跡 守山市古高町 7 1 1 2 1 1
101 吉身南遺跡 守山市吉身町 3
102 十里遺跡 栗東市十里 10 1 1 2
103 綣遺跡 栗東市北中小路 14 1 2 2 1 2 1
104 野尻遺跡 栗東市綣 1 1
105 多福寺遺跡 栗東市林 1 1
106 上鈎遺跡 栗東市川辺 9 1 1 2
107 中村遺跡 栗東市御園 1
108 烏丸崎遺跡 草津市下物町 5 1 1 2 1
109 志那湖底遺跡 草津市志那町ほか 6 1 1 1 1 2
110 七条浦遺跡 草津市下笠町 3 1 1
111 上笠遺跡 草津市上笠町ほか 1 1
112 中兵庫遺跡 草津市北山田町 1
113 山田城跡 草津市南山田町 34 1 1 1 2 1 6 1
114 墓ノ町遺跡 草津市南山田町 1
115 御倉遺跡 草津市御倉町 5 1 2 1
116 北萱遺跡 草津市御倉町 10 1 1 1 1 2
117 草津宿場町遺跡 草津市草津 9 1 1 1 2
118 中畑遺跡 草津市矢倉ほか 1 1
119 柳遺跡 草津市青地町 5 1 2
120 野路岡田遺跡 草津市野路 2 1
121 矢橋湖底遺跡 草津市矢橋町 36 1 1 3 2 2 5 2 1 1 5 4
122 矢橋港跡 草津市矢橋町 2 1
123 東光寺遺跡 大津市大萱 6 1 1 1 1

124
特別史跡近江国
府跡

大津市大江 5 5

125 唐橋遺跡 大津市瀬田 615 2 40 3 1 2 1 5 9 9 9 17 18 3 14 19 3 8 84 5 3 10 16 64 66
126 上田上牧遺跡 大津市上田上牧町 5 1 1
127 関津遺跡 大津市関津 57 5 1 1 3 2 2 7 1 2 1 9 4
128 石山寺境内遺跡 大津市石山寺 86 3 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 5
129 膳所城遺跡 大津市本丸町 4 2
130 大津城跡 大津市浜大津 27 2 2 2 1 1 2 2 1 5
131 錦織遺跡 大津市皇子が丘 3 1 1
132 上高砂遺跡 大津市高砂町 2 1
133 滋賀里遺跡 大津市滋賀里 39 6 2 1 3 4 1 2 7
134 大通寺古墳群 大津市滋賀里 1
135 唐崎遺跡 大津市唐崎 1 1
136 穴太遺跡 大津市穴太ほか 3 1
137 坂本遺跡 大津市坂本 855 51 2 1 11 6 11 14 26 13 10 14 40 5 6 108 3 6 11 15 13 2 60 85
138 坂本八条遺跡 大津市坂本 2
139 坂本里坊遺跡 大津市坂本 49 4 1 1 2 3 1 1 6 1 2 1 9
140 石占井遺跡 大津市坂本 11 4 1 1 1 1

141
延暦寺境内横川
遺跡

大津市坂本本町 29 1 1 1 4 1 3

142 上仰木遺跡 大津市仰木 7 1 1 1
143 杉谷遺跡 大津市仰木町ほか 44 1 1 2 1 1 1 3
144 浮御堂遺跡 大津市本堅田 166 8 1 3 4 2 3 6 2 5 6 1 2 20 1 1 5 14 19
145 天神畑遺跡 高島市高島町鴨 1 1
146 鴨遺跡 高島市高島町鴨 1 1
147 大溝郭内遺跡 高島市高島町勝野 1
148 西万木遺跡 高島市安曇川町西万 4 1
149 新庄城遺跡 高島市新旭町新庄 1 1
150 清水山城遺跡 高島市新旭町熊野本 23 4 1 1 1 2 1 1 2 1

151 塩津港遺跡
長浜市西浅井町塩津
浜

1 1

152 華寺遺跡 長浜市高月町保延寺 2
153 史跡小谷城跡 長浜市湖北町伊部 69 1 3 2 1 2 6 4 2 4 6 2 7 8
154 天王社遺跡 長浜市祇園町 3 1 1 1
155 下坂中町遺跡 長浜市下坂中町 1 1

156
清滝寺遺跡・能
仁寺遺跡

米原市清滝 2 1 1

157 賀田山遺跡 彦根市賀田山町 1 1

158 和佐田遺跡
東近江市五個荘町河
曲町

1 1

159 土位遺跡 東近江市神田町 1
160 老蘇遺跡 近江八幡市西老蘇 1 1
161 八幡城下町遺跡 近江八幡市旧市街地 2
162 金剛寺城遺跡 近江八幡市金剛寺町 1 1
163 後川遺跡 近江八幡市長田町 20
164 岡山城遺跡 近江八幡市牧町 2 1
165 寺田遺跡 近江八幡市江頭町 1 1
166 堤ヶ谷遺跡 竜王町岡屋 326 11 1 1 3 3 5 6 3 5 10 7 7 1 3 24 2 4 6 3 1 29 37
167 松尾遺跡 日野町松尾 1
168 貴生川遺跡 甲賀市水口町貴生川 4
169 沢尻遺跡 甲賀市甲南町竜法師 2 1 1
170 史跡紫香楽宮跡 甲賀市信楽町宮町 3 1
171 五条遺跡 野洲市五条ほか 4 1
172 江部遺跡 野洲市永原 4
173 三上遺跡 野洲市三上 1 1
174 林遺跡 栗東市林 1 1
175 黒土遺跡 草津市南笠町 9 1 1 2 1
176 惣山遺跡 大津市神領ほか 18 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3
177 太子遺跡 大津市太子ほか 9 2 1 1 1 3
178 関津城遺跡 大津市関津 15 3 1 4 3 3
179 大石城遺跡 大津市大石龍門 3 1 1
180 大津廃寺跡 大津市中央ほか 2 1
181 南滋賀遺跡 大津市南滋賀ほか 2 1
182 穴太野添古墳群 大津市坂本本町ほか 2 1
183 日吉神宮寺遺跡 大津市坂本 64 2 1 2 1 2 1 1 1 1 6 1 2 2 4 4
184 中畑田遺跡 大津市和邇中 1
185 上御殿遺跡 高島市安曇川町三尾 2

9924 3 551 24 1 3 8 6 1 18 76 74 168 149 199 251 106 202 433 39 133 1148 91 31 101 189 184 17 863 1228
- - 5.6 0.2 - - 0.1 0.1 - 0.2 0.8 0.7 1.7 1.5 2.0 2.5 1.1 2.0 4.4 0.4 1.3 11.6 0.9 0.3 1.0 1.9 1.9 0.2 8.7 12.4
- 5 30 25 26 16 18 13 11 21 12 7 27 19 2 23 28 22 14 15 3 1
- 5 26 25 19 16 13 12 18 14 7 29 21 1 24 22 15 17 27 3 2
- B E C A B D B A C C C D D D D D D D C D E D C D D D C E E『中世出土銭の分類図版』での位置づけ

『中世出土銭の分類図版』での位置づけ欄の凡例　  AAA：20枚以内、AA：50枚以内、A：200枚以内、B：組成比率0.1%未満、C：組成比率0.1～1%、D：組成比率1～5%、E：組成比率5%以上

合計(点)
滋賀県での割合(%)

滋賀県での順位(上位30位まで)
『東アジア中世海道』の順位(上位30位まで)
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※太字・網フセは今回新たに渡来銭を確認した遺跡と銭貨
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[2] 銭種は、報告書の記述をそのまま用いるのではなく、
可能なものは、『中世出土銭の分類図版』（永井 2002）を
参考に、拓本と記述を照らし合わせて確認した。
[3] 出土したすべての銭貨の拓本を掲載していない調査報
告書も見受けられたが、その場合は銭種と拓本と照らし合
わせることができないため、基本的に報告書の記述をその
まま採用した。[2] も含め、本稿における銭種の判断の責
任は、すべて筆者にある。
[4] これらの銭貨のなかには、渡来銭を写して日本国内で
作られた模鋳銭が含まれる可能性があるが（嶋谷 2003 な
ど）、いずれの資料も実見しておらず、かつ拓本だけでは
その判断が難しいことから、今回の集成においては基本的
にその区別はしていない。
[5] 開元通寶には①唐が 621 年以降に発行したもの（２、
銭種後の数字は表１上端の番号に対応）、②唐が 845 年以
降に発行した「紀地銭」、③南唐が 960 年以降に発行した
もの（7）、の３種がある。このうち②については、背面の
拓本があれば文字の存在によりその認識が可能である。前
稿の集成では 3 枚を確認したが、今回は新たに確認したも
のはない。また③については、隷書体などが認識条件とな
り、虫生館遺跡出土資料では６枚確認されたものの、判断
に迷う資料も少なくない。以上のことから、明確な少数の
事例以外は、便宜的に区別せずに一括して①に分類した。
[6] 渡来銭とともに出土した銭種が不明なものは、古代の
皇朝十二銭や近世の寛永通宝となる可能性もあるが、以下
の３つの理由から中世の渡来銭である可能性が高いと考え
ている。それは、渡来銭の持つ①数の多さ、②質の悪さ（摸
鋳銭などがあって、かつ腐食しやすい）、③埋没後の時間
の長さ（近世の銭貨よりも長くなりやすい）、である。こ
れらの性格・状況を考慮して、本稿での集成に「不明銭」
として加えている。
　以上の各条件に基づいて行った集成の結果といくつかの
検討について、続く第３章・第４章で述べることとしたい。
　
３．近江における渡来銭の集成結果
（1）全体の傾向（図１・表１）
　渡来銭が出土した遺跡は、「図１　近江渡来銭出土遺跡
分布図」と「表１　近江渡来銭出土遺跡地名表」に示した
ように、185 箇所を確認した。前稿ですでに確認していた
150 遺跡のうち、12 遺跡で新規資料の出土があったほか、
虫生館遺跡（83）については、前述したように、再分類が
行われて銭種の確定と確認枚数の増加がみられた。新たに
確認した 35 遺跡には、151 ～ 185 の遺跡番号を新たに付
与した。図１にみられる分布の傾向は、数は多くなったと
はいえ、前稿からの大きな変化は認められない。すなわち、
発掘調査件数・頻度に比例して南部の大津・湖南地域に多
いものの、北部の湖北地方・湖西地方から南部にかけて、
広く分布する状況を読み取ることができる。

　出土枚数は、表 1 に示したように合計 9,924 枚を確認し
た。前稿では合計 8,288 枚だったから、1,636 枚増加したこ
とになる。増加分の中での多数出土した遺跡としては、虫
生館遺跡の再分類により増加した分が 808 枚、堤ヶ谷遺跡
の 326 枚、彦根市多景島遺跡（19）の 84 枚、長浜市史跡
小谷城跡（153）の 69 枚、大津市日吉神宮寺遺跡（64）の
64 枚、彦根市松原内湖遺跡（14）の 43 枚などが挙げられる。

（2）銭種について
①銭種の数（表１）
　銭種については、表１に示したように、不明銭を除いた
9,152 枚（92.2％）について、69 種を確認した。多くが小
平銭（しょうへいせん）と呼ばれる一文銭だが、二文以上
で通用する折二銭（せつじせん）なども、少数認められる。
②王朝別の内訳（表２）
　王朝別の内訳については、「表２　王朝別出土枚数一覧
表」に示したように、北宋が 7,877 枚（79.4％）と圧倒的
に多く、続いて開元通寶を含む唐が 575 枚（5.8％）、永楽
通寶（61）を含む明が 509 枚（5.4％）となり、この三王
朝で９割以上を占める。この傾向は、前稿から枚数の増加
や割合の若干の変動はあるものの、大きくは変わっていな
い。また 69 種には、隋の五銖（１）と近世の清の乾隆通
寶（67）・嘉慶通寶（68）を含めたが、これらも新出資料
の出土事例がなく、前稿から変化はない。
③出土枚数が多い銭種（表１・３）
　出土枚数が多い上位 10 種は、「表３　出土枚数上位 10
位銭種一覧表」に示したように、唐の開元通寶が第 5 位、
明の永楽通寶が第 8 位であるほかは、いずれも北宋銭であ
る。これら上位 10 種で 6,515 枚と、65.7% を占める。
　『東アジア中世海道』（国立歴史民俗博物館 2007）にお
ける「よく使われた銭ランキング 40」の上位 10 種とは、
その順位が異なる銭種があるものの、銭種は一致している
ことから、おおむね全国的な傾向と合致している、といえ
る。これらの傾向も、前稿からほぼ変化はない。
　表１には、上位 30 種も示した。こちらも『東アジア中
世海道』における「よく使われた銭ランキング 40」の上
位 30 種と順位が近い銭種が多い一方で、洪武通寶（60. 明）
は近江で 20 位だが全国では 11 位と 5 ポイント以上の差が
開いている。しかし、その要因については、いまだ明確な
考えを持ち合わせていない。なお、近江での 31 ～ 40 位は、
誤差が生じる可能性が高いと判断し、示していない。
④出土枚数が少ない銭種（表 4・図 2）
　出土枚数が少ない銭種は、「表４　希少銭一覧表」に示
したように、１枚のみを 11 種、２枚のみを５種、３枚の
みを３種、４枚のみを２種、５枚のみを１種、６枚のみを
１種、それぞれ確認した。「図２　希少銭拓本・写真一覧」
には、新たに検出されたものを含め、前稿で掲載していな
い 11 種の拓本・写真を掲載した。
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王朝名 銭種数 枚数 割合(%)

隋 1 3 -

唐 2 575 5.8

前蜀 1 1 - 1 元豊通寶(29) 北宋 1078 1,228 12.4 2

後周 1 3 - 2 皇宋通寶(21) 北宋 1038 1,148 11.6 1

南唐 2 14 0.1 3 煕寧元寶(28) 北宋 1068 863 8.7 3

前黎 1 1 - 4 元祐通寶(30) 北宋 1086 830 8.4 4

北宋 32 7,877 79.4 5 開元通寶(2) 唐 621 551 5.6 5

南宋 15 136 1.4 6 紹聖元寶(31) 北宋 1094 441 4.4 8

金 2 13 0.1 7 天聖元寶(18) 北宋 1023 433 4.4 7

元 1 2 - 8 永楽通寶(61) 明 1408 388 3.9 6

明 5 509 5.1 9 聖宋元寶(34) 北宋 1101 361 3.6 10

朝鮮 1 12 - 10 政和通寶(37) 北宋 1111 272 2.7 9

後黎 2 1 - 6,515 65.7

琉球 1 1 -

清 2 3 -

島銭 1 1 -

(不明) - 772 7.8

合計 70 9,924 100

銭種 王朝名
初鋳年
(西暦)

枚数

『中世出土
銭の分類
図版』の出
現頻度

滋賀県
での順
位

遺跡名 枚数
滋賀県
での割
合(%)

一括出土銭の
年代決定銭種
と枚数

五銖(1) 隋 581 3 B 1 虫生館遺跡(83) 4,692 47.3 宣徳通寶(2)

光天元寶(4) 前蜀 918 1 A 2 坂本遺跡(137) 855 8.6 寛永通寶(1)※

周通元寶(5) 後周 955 3 B 3 唐橋遺跡(125) 615 6.2 －

開元通寶(7) 南唐 960 6 B 4 銭掘山遺跡(65) 575 5.8 寛永通寶(1)

天福鎮寶(8) 前黎 984 1 A 5 箕浦城遺跡(12) 457 4.6 －

紹聖通寶(32) 北宋 1094 1 A 6 冨波遺跡(88) 376 3.8 (不明)

崇寧通寶(35) 北宋 1102 3 A 7 堤ヶ谷遺跡(166） 326 3.3 －

政和通寶
(折二)(38)

北宋 1111 1 B 8 里井B遺跡(57) 211 2.1 永楽通寶(25)

宣和通寶
(折二)(40)

北宋 1119 1 B 9 浮御堂遺跡(144) 166 1.7 －

建炎通寶
(折二)(41)

南宋 1127 5 B 10 多景島遺跡(19) 109 1.1 －

紹興通寶(42) 南宋 1131 2 A 8,382 84.5

開禧通寶(47) 南宋 1205 4 B

大宋元寶(49) 南宋 1225 2 B

皇宋元寶(53) 南宋 1253 4 B

大定通寶(57) 金 1178 2 B

至大通寶(58) 元 1310 2 B

大中通寶(59) 明 1361 1 B

弘治通寶(63) 明 1503 1 AA

洪徳通寶(65) 後黎 1470 1 A

世高通寶(66) 琉球 1461 1 A

乾隆通寶(67) 清 1736 2 －

嘉慶通寶(68) 清 1796 1 －

島銭(至道元寳)
(69)

日本 中世 1 ―

日野町中之郷

米原市箕浦

野洲市冨波乙

※坂本遺跡の年代決定銭はB地区IJ-13黒青褐色粘質土一括出土の208枚について

※太字は今回の集成で新たに確認したもの

竜王町岡屋

近江八幡市十王町

大津市本堅田

彦根市八坂町

合計

表４　希少銭一覧表（６枚以下）

合計

表５　大量出土遺跡一覧表(上位10位)

滋賀県
での割
合(%)

滋賀県
での順
位

銭種 王朝名
初鋳年
(西暦)

枚数
『東アジア中世
海道』の順位

表３　出土枚数上位10位銭種一覧表

表２　王朝別出土枚数一覧表

所在地

野洲市虫生

大津市坂本

大津市瀬田

※太字は今回の集成で新たに確認したもの
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7. 開元通寶 (南唐 )

( 野洲市虫生館遺跡）

66. 世高通寶

（大津市坂本遺跡）

69. 島銭 (至道元寶 )

( 野洲市虫生館遺跡）

32. 紹聖通寶

（野洲市虫生館遺跡）

35. 崇寧通寶

（野洲市虫生館遺跡）

57. 大定通寶

（大津市坂本遺跡）

65. 洪徳通寶

(竜王町堤ヶ谷遺跡）

38. 政和通寶 (折二 )

（野洲市虫生館遺跡）

40. 宣和通寶 (折二 )

（野洲市虫生館遺跡）

41 建炎通寶 (折二 )

（野洲市虫生館遺跡）

63. 弘治通寶

（野洲市五条遺跡 )

参考 念仏銭

(竜王町堤ヶ谷遺跡）

図２　希少銭拓本・写真一覧

0 3cm(S=1:1)

図３　特徴的な出土状況 (1)
竜王町堤ヶ谷遺跡 E 地区西半平坦面下層荼毘墓群（写真は北西から）

0 5m（S=1:200）
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　これらのうち、開元通寶（7. 南唐）・紹聖通寶（32. 北宋）・
政和通寶（折二）（38. 北宋）・宣和通寶（折二）（40. 北宋）・
建炎通寶（折二）（41. 南宋）・島銭（至道元寳）（69. 中世
日本）は、いずれも近江では虫生館遺跡で初めて検出され
た銭種である。ただし、３種の折二銭は、いずれも正規銭
ではなく、中国で造られた私鋳銭である。
　また、洪徳通寶（65. 後黎）も、近江では堤ヶ谷遺跡で
初めて検出された銭種であり、２枚が癒着したうちの１枚
である。なお、後黎は現在のベトナムに建てられた王朝で、
15 ～ 18 世紀に存続した。
　（永井 2002）では、各銭貨の日本国内での出現頻度をア
ルファベットで表現しているが、これらの近江で出土した
希少銭 23 種については、Ａ（200 枚以内のもの）が７種、
Ｂ（出土銭の組成比率が 0.1％未満）が 12 種と、そのほと
んどが該当する。しかし、弘治通寶（63. 明）はＡＡ（50
枚以内のもの）、島銭（至道元寳）（69. 中世日本）はＡＡ
Ａ（20 枚以内のもの）であり、非常に珍しい銭種といえる。
　弘治通寶は野洲市五条遺跡で１枚が検出されたが、「明
の銅銭鋳造高の減少を反映し、渡来量が極端に少ない。（中
略）現在、確認できるものは多く見ても 50 枚を少し超え
るほどである。」とされる（永井 2002）。
　島銭（至道元寳）は、「北宋銭の至道元寳の真書を真似
て種銭を製作し、それから鋳銭したものである。現在のと
ころ、大里・志海苔・万場野尻（岐阜県大和町（筆者註：
現在の郡上市の一部））で検出がある」とされ（永井
2002）、刊行時点で３枚のみの検出だった。なお、乾隆通
寶（67）・嘉慶通寶（68）の出現頻度は、（永井 2002）の
分類対象となっていないため、表１には記入していない。
　このほか、前稿で拓本・写真が掲載されていなかったた
め存在が確認できなかった、崇寧元寶（35. 北宋）・大定通
寶（57. 金）・世高通寶（66. 琉球）の３種については、今
回いずれもその存在が確認できた。すなわち、崇寧元寶は
虫生館遺跡の再分類で検出され、報告文に拓本が掲載され
た。大定通寶・世高通寶は、大津市坂本遺跡出土資料を実
見することができ、その採拓と写真撮影ができた。大定通
寶は残存状態が非常に良好であり、許可を得て採拓するこ
とができたが、世高通寶は半分に割れて腐食も進んでいた
ことから、採拓すると破損する懸念もあったため、写真撮
影のみとした。これらの拓本・写真も図２に掲載した。
　なお、前稿で紹介した近世の念仏銭を新たに確認したの
で、それも紹介しておきたい。念仏銭とは表面に「南無阿
弥陀佛」を鋳出したものである。通貨ではなく厭勝銭と呼
ばれる絵銭であり、いわゆる六道銭（りくどうせん）とし
て使用するために特別に鋳造された。前稿では大津市杉谷
遺跡（143）から出土した念仏銭の写真を掲載したが、堤ヶ
谷遺跡で１枚の念仏銭が出土しているので、本稿ではその
拓本を図２に掲載した（2）。
　

４．渡来銭出土遺跡の状況などについて
（1）遺跡別出土枚数（表１・５）
　「表５　大量出土遺跡一覧表」には、出土枚数の多い上
位 10 遺跡を示した。最も多いのは虫生館遺跡の 4,682 枚
であり、県内出土枚数の 47.3% と半分近くを占める。以下、
第２位：大津市坂本遺跡（137）の 855 枚（8.6％）、第３
位大津市唐橋遺跡（125）の 615 枚（6.2％）、第４位：日
野町銭堀山遺跡（65）の 575 枚（5.8％）と続き、第 10 位：
彦根市多景島遺跡（19）までが 100 枚以上である。これら
10 遺跡で 8,382 枚と全体の 84.5％を占める。
　逆に出土枚数の少ない遺跡でいえば、１枚のみの遺跡は
63 遺跡（34.1％）と出土遺跡数のほぼ１/ ３を占め、５枚
以下だと 124 遺跡（67.0％）と出土遺跡数のほぼ２/ ３を
占める。さらに、10 枚以下だと 143 遺跡（77.3％）と出土
遺跡数のほぼ３/ ４を占めることとなる。少ない枚数の遺
跡が多い状況は、前稿で確認した状況とほぼ変化がないこ
とを再確認することができた。
　
（2）特徴的な出土状況（図３・４）
　多くの事例は、数枚が遺構埋土あるいは遺物包含層など
から出土するもので、そこに明確な意図を見出しがたいこ
とがほとんどである。それはすなわち、基本的には遺失物
としての出土状況を示していると考えている。ここでは、
それら以外の、埋葬関連遺構と地鎮遺構という特徴的な２
つの出土状況を抽出して、紹介することとしたい。
【埋葬関連遺構】
　埋葬関連遺構については、前稿で「墓」として 13 遺跡
の事例をあげた。しかし、一部に火葬跡と思われるものも
含まれる可能性があるため、本稿では幅を持たせて埋葬関
連遺構とした。
　これらの事例は、いわゆる六道銭として棺などに納めら
れた事象と考えられる。ただし、納められた枚数について
は、前稿であげた 13 遺跡も含めて、文字通り６枚が出土
した事例は限られ、数枚から 171 枚（米原市箕浦城遺跡

（12））までかなりの幅がある。６枚より少ない場合は、遺
構形成（埋葬）後に受けた撹乱で失われた可能性や、発掘
調査時の検出・掘削の過程で見落とされた可能性も考えら
れるなど、当時に納められた枚数と現代に検出した枚数が
必ずしも一致するわけではない、という問題ももちろん存
在する。だが、中世頃といわれる六道銭の概念の成立を、
考古学的に追及することもまた意味があると考える。この
問題について本稿ではこれ以上掘り下げないが、今後の事
例の蓄積を待って、近江における状況を改めて検討したい。
　以下に、新たに確認した３遺跡の事例をあげる。
近江八幡市後川遺跡（163） 本遺跡は蛇砂川などが形成
した氾濫平野に立地し、縄文時代および古墳時代から室町
時代にかけての集落跡・城館跡として周知されている（滋
賀県 2022、以下遺跡の内容については出典同じ）。



近江出土の渡来銭貨（２）（小島孝修）

-  44  -

野洲市光相寺遺跡 掘立柱建物 SB18101 柱穴 P3

大津市惣山遺跡 土壙墓 SX04( 写真は西から )

草津市黒土遺跡 T17-1 掘立柱建物 SB2 柱穴 S60

図４　特徴的な出土状況 (2)

0 50cm（S=1:20）

0 5m（S=1:200）

0 1m（S＝1:30）

（掘立柱建物 SB18101）

0 3m（S=1:80）

0 1m（S＝1:30）

近江八幡市後川遺跡 1 調査区 土壙墓 SK3( 写真は北から )
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　平成 27 年度・平成 28 年度に宅地造成に伴って近江八幡
市が実施した発掘調査で、１調査区から１基の土壙墓とさ
れる遺構が検出され、埋土から銭貨 20 枚が出土している。
本遺構は、一部が調査区外となるため全形は不明だが、検
出部分でみると平面は円形に近く、長軸 1.4 ｍ・深さ 0.3
ｍを測る。埋土についての記述はなく、銭貨以外に陶器（詳
細不明）・土師器皿１点・鉄釘（写真に 30 点を掲載）・炭（同
７点）・骨片（同３点）が出土している。状況的に考えれば、
棺ごと火葬にして、人骨とともに焼け残った土器類や銭貨
などを、墓壙を掘って埋葬した、と考えられる。形成時期
は、共伴した土器類の年代観から、室町時代とされる。
　銭貨については、重なった状態で出土したとの記述はあ
るものの、写真により２つの塊が示されているのみで、銭
種などは不明である。形成時期（共伴遺物の年代）などの
状況から、中世の渡来銭となる可能性が高いと考えたため
本稿での集成に加え、また本項目で取り上げた。
竜王町堤ヶ谷遺跡（166） 本遺跡は、鏡山縁辺部に広が
る丘陵上に立地し、弥生時代・中世から近代にかけての集
落遺跡として周知されている。昭和 56 年にこの丘陵にお
いて土取り工事が行われ、その土砂の中から弥生土器片が
採集されたことで発見された遺跡である。
　昭和 57 年度・昭和 58 年度に滋賀県教育委員会により実
施された発掘調査で、火葬場とともに多くの土壙墓が検出
された。これらの遺構の形成時期を示す土器類の出土は乏
しいが、184 枚の渡来銭が出土している。そのうち 122 枚
は灰原内の灰層中から出土し、そのほかの渡来銭は、土壙
墓に伴って５～ 10 枚前後が一組になって出土している（竜
王町史編纂委員会 1987）。出土した 184 枚には近世銭が含
まれていないため、銭種不明の 30 枚についても中世の渡
来銭である可能性が高いと考えられている。
　平成23年度～平成26年度には、工業団地造成事業に伴っ
て、当協会が調査機関として発掘調査を実施した。Ｅ地区
西半平坦地で、近世中期（17 世紀前半～中頃）の火葬場
や数基の土坑を検出し、その周囲で火葬場から発生した炭
化物を集積した落込みや２基の土盛を検出した。さらにそ
の下層の谷状地形において、中世後期から近世初頭にかけ
て（15 世紀末～ 16 世紀前半）の荼毘墓 66 基も検出した。
　これら上層の火葬場や土坑・炭化物の集積と下層の荼毘
墓などから、計 142 枚の中世渡来銭が出土した（不明 44
枚含む）が、上層ではそのほかに江戸時代の寛永通宝も多
数出土した。基本的にこれらの銭貨は火葬にする棺に入れ
られたと考えられるが、６枚の銭貨が出土したのは下層遺
構の荼毘墓の１基（Ｅ 142）のみだった。
　なお、このほかに隣接する E 地区東半の尾根・斜面地
においても、近世後期から近代にかけて（18 世紀後半～
19 世紀）の土葬墓 220 基以上を検出した（銭貨の出土は
ない）。これらのことから、中世から近代にかけて、この
丘陵が墓地として長く使われていたことがわかった。

大津市惣山遺跡（176） 本遺跡は段丘上に立地し、奈良
時代・平安時代の官衙跡として周知されている。平成８年
度・平成９年度に大津市教育委員会が行った発掘調査では、
南北 300 ｍにわたって 12 棟の瓦葺総柱建物跡が検出され、
近江国府関係の倉庫群と推定されている。
　平成 24 年度に集合住宅建設に伴って大津市教育委員会
が実施した発掘調査で、１基の土壙墓が検出され、埋土か
ら銭貨 18 枚が出土している。本遺構は、平面形は隅丸方
形を呈し、長軸 2.0 ｍ・短軸 1.4 ｍ・深さ 0.15 ｍを測る。
長軸はほぼ正南北を指向する。銭貨は第 2 層：炭層の上面
で少量の骨片とともに出土した。前述した後川遺跡例と同
様に、火葬・埋葬が行われた結果であろう。銭貨の出土状
況についてそのほかに記述はないものの、実測図と写真か
ら２つの塊で見つかったと判断することができる。
　18 枚の銭貨のうち、最新銭は永楽通寶（初鋳 1408 年）
である。一方で、銭貨のほかに形成時期比定の根拠となる
土器類などの遺物は出土していないため、遺構の形成時期

（銭貨の埋納時期）は、永楽通寶の初鋳年を根拠として、
15 世紀以降とされている。
【地鎮遺構】
　掘立柱建物の柱穴から銭貨が出土した、地鎮を想起させ
る２遺跡の事例を見出した。ここでいう地鎮とは、掘立柱
建物などの構造物の建て上げに際して、無事に完成するよ
うに神に祈る時の供え物として柱穴に銭貨を埋納する行
為、ととらえておきたい。
野洲市光相寺遺跡（77） 本遺跡は旧野洲川右岸の氾濫平
野に立地し、飛鳥時代から室町時代にかけての集落跡とし
て周知されている。西に隣接する吉地薬師堂遺跡（78）と
ともに、一帯には 13 世紀後半から 15 世紀以降にかけての
中世集落跡が広く分布する。
　平成３年度に個人住宅建設に伴って旧中主町教育委員会
が実施した発掘調査で、中世後半の７棟の掘立柱建物跡が
検出された。そのうちの１棟である総柱掘立柱建物ＳＢ
18101（桁行６間×梁行２間）を構成する柱穴の１つであ
るＰ３に、24 枚の銭貨が埋納されていた。３枚の銭貨が
出土した状況を撮影した写真が掲載されているものの、掘
立柱建物を構成する 21 基の柱穴のうちのどれがＰ３か、
どのような状態で出土したのか、出土した深さは検出面か
ら何ｍ下か、といった出土に関する詳細情報については、
記述・実測図がないため不明である。
　出土した 24 枚の銭貨のうち、最新銭は政和通寶（初鋳
1111 年）である。一方、Ｐ３をはじめとする各柱穴からは、
土師器皿や黒色土器埦・瓦質土器羽釜などの土器類も出土
していて、それらは鎌倉時代後期から室町時代前期にかけ
て（13 世紀後半～ 14 世紀）の年代観が与えられている。
この年代は、政和通寶の初鋳年よりも後の時代であって矛
盾するものではないことから、遺構の形成時期および銭貨
の埋納時期は当該期と考えられている。
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草津市黒土遺跡（175） 本遺跡は、瀬田丘陵から北西に
伸びる丘陵地に立地し、古墳時代から平安時代にかけての
集落跡として周知されている。令和２年（2020）度に草津
市教育委員会が実施した発掘調査で、飛鳥時代末期の鋳造
遺構が見つかり、注目を浴びた遺跡である。
　平成 27 年度～平成 29 年度に宅地造成に伴って当協会が
調査機関として実施した発掘調査で、Ｔ 17- １において検
出した掘立柱建物ＳＢ２の柱穴の１つである柱穴Ｓ 60 の
柱痕に、８枚の銭貨が埋納されていた。ただし８枚一括で
はなく、上の３枚と下の５枚がそれぞれ重なって出土した。
　出土した８枚の銭貨のうち、最新銭は元符通寶（初鋳
1098 年）である。しかし、銭貨のほかに土器類などの遺
物は出土していない。したがって、形成時期（埋納時期）
は元符通寶の初鋳年以降である 11 世紀末以降とされよう。
ただし、銭貨が出土したのは柱穴掘方ではなく柱痕である
ことから、埋納は柱材を抜き取った後に行われたことにな
る。これだと建て上げ時の地鎮とは考えにくいことから、
それが地鎮なのかも含め、どのような意味を持つ行為なの
かを考える必要があろう。
　なお、前稿での集成時に見出していた類似事例について
も、最後に簡単ではあるが触れておきたい。典拠文献につ
いては、前稿を参照されたい。
　近江八幡市里井 B 遺跡（57）では、平成 13・14 年度の
発掘調査で、第２調査区Ｐ１（長軸 0.42 ｍ・短軸 0.31 ｍ・
深さ 0.21 ｍ）から 194 枚の銭貨が壁面に沿って連なって
出土した。省百法による 97 枚ずつの二緡（さし）分が埋
納されていたとみられる。最新銭は永楽通寶である。
　日野町宮ノ前遺跡（67）では、昭和 61 年度の発掘調査
で「紐を通した宋銭がやっと入る直径 10cm 程度の小坑」
から、83 枚の銭貨が出土したとされ、２葉の銭貨出土状
況写真が掲載されている。それ以上の遺構の規模・形状や
銭貨の出土状況についての記述・実測図がないため、詳細
は不明である。最新銭はこちらも永楽通寶である。
　これら２遺跡の事例は、出土遺構が掘立柱建物などの柱
穴であるかどうかも不明瞭であり、またともに緡銭が納め
られていたとみられるものである。よって、地鎮よりも秘
匿・隠匿を目的とした埋納ではないかと考えている。
【そのほかの特徴的な出土状況】
　このほか、いわゆる賽銭として取り扱える可能性を持つ
事例が、寺社をはじめとする信仰施設を中心に見受けられ
たので、本章の最後に簡単に触れておきたい。本稿の集成
で新たに見出した中では、大津市日吉神宮寺遺跡（183）
などがあるし、前稿の集成では、彦根市多景島遺跡（19）
や大津市石山寺境内遺跡（128）・同浮御堂遺跡（144）な
どがある。これらは、出土状況の検討はもちろん必要だが、
参拝者の投じた賽銭が累積して、多景島遺跡の 109 枚のよ
うに、多くの出土枚数となる場合が見受けられる。
　

５．おわりに
　最後に、発掘調査報告書などで銭貨を検索していた際に、
名称の表記や挿図図版・写真図版などで気になった点がい
くつかあったので、今後掲載するに際して留意いただきた
い点として、以下に記しておきたい。
　まず名称の表記についてである。筆者は「銭」あるいは

「銭貨」と本稿でも表記してきたが、各発掘調査報告書で
は「銅銭」や「宋銭」・「中国銭」・「貨幣」など、様々な表
記が認められた。とくに、「古銭」との表記が多く見受け
られたが、この「古銭」との表記は、古物趣味的あるいは
骨董趣味的な意味合いが感じられ、筆者には違和感がぬぐ
えない。そもそも、遺跡から見つかるものは、基本的にす
べて「古」いものだから、銭貨だけに「古」を付けるのは
矛盾していると感じる。遺跡の発掘調査報告書で使用する
言葉としてはいかがなものか、と考えている。細かいこと
ではあるが、各調査担当者におかれては、ご一考いただき
たい。
　次に挿図図版についてである。断面図は、錆などで複数
枚が癒着してしまった場合は必要だが、１枚の場合は不要
と考える。そして拓本は、必ず表裏両面を示していただき
たい。背面には文字や月・星と呼ばれる模様が鋳出される
ことがあるほか、錯笵（さくはん）と呼ばれる鋳型のずれ
が認められることもある。裏面の拓本からも、多くの情報
が得られる場合がある。
　また、拓本・断面図の縮尺は、同一図版内の土器類など
と統一することもあってか、１/ ２や１/ ３といった場合
がまま見受けられる。しかし、それでは小さすぎて銭種の
確認が難しいことが多い。したがって原寸が最も有効と考
える。さらに拓本については、スキャナーで取り込んだグ
レースケールのまま掲載する事例が散見されるが、それだ
と不明瞭となることが多い。銭貨に限らないが、拓本はコ
ントラストが明瞭になるように適度な補正を加えたうえ
で、モノクロ二階調に変換するとより明瞭になる。
　最後に写真図版だが、少なくとも原寸に近いサイズで掲
載いただくと、銭種の確認がしやすい。さらに観察表には、
直径・重量などの法量も示していただきたい。
　今後も、滋賀県域＝近江で遺跡の発掘調査が行われてい
く限り、渡来銭の出土事例は増えていくであろう。したがっ
て、それらのデータについては、またいずれかの段階で集
成を行って追加していくこととしたい。そして、これら一
連の集成作業が、銭貨研究において活用されるのであれば、
それは大変に喜ばしいことである。
　また、渡来銭を含む銭貨は、いずれの発掘調査において
も、出土したほとんどのものが調査報告書に掲載・報告さ
れることが多く、調べる側としては大変ありがたかった。
今後も、滋賀県域＝近江各地における出土資料を用いて、
渡来銭の集成・調査を進めていくこととしたい。
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